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一

方
的
決
定
に
不
満

政
府
法
文
作
成
ほ
ぼ
終

国
▽
大
学
鷹会
(会
長
・大
河
内
藁
大
学
長
)
は
二
+
三
日午
前
渠京
上野
の
日
本
学
耐
会
議
で
第
三
十
一回
総
会
を

開
い
た
。今
度
の総
会
で
は
年
末
政
肘
が
欠然
決
定
し
兀
「国
立
学校
狩
別
会
詐
制
反
」
に
対
す
る
岡
y
天
学
渕
の
態

度
を
討議
し
た
結
果
、
同
制
皮
が
ズ
掌
側
に
検
訂
の余
地
を与
え
ず
制
足
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
遡
憾
の
慧
を
表
し
な

が
ら
も
「国
立
大
学
の
会
㎡
を
}般
会
詳
と
異
な
っ
た取
扱
いを
す
る
こと
に
異
論
は
な
い
」
と
原
則
的
黄
成
の態
皮

を
決
めた
。
この
あ
と
大
河
内
会
長
が
文
相
と
会
見
、縄
過
報
告
と
慧
見
提
出
を
行
な
った
。

葭
大
協
総
会
(議
畏
・奥
田
京
大
掌

畏
)
は
まず
、各
常
置
委
員
会
か
ら
の

の報
告
が行
な
わ
れ
た
あ
と
、
前
自
二

十
二
自に
理
事
会
と
第
六
鴇
置
安
員
会

(財
政
担
当
)
の
合
同
委
員
会
で
討
議

の
後
、提
出
され
た
「国
立
学
校
謄
別

会計
制
度
」
に
つい
て
の
葱
見
原
案
に

つ
い
て検
討
し
た
。

そ
の結
果
、
字
句
の
う
え
で
若
干
¢

修
正
を加
え
て
合
同
委
原
案
を
可
決

た
だ
ち
に文
部
省
に
報
告
が
行
な
わ

れ
た
。

採択
さ
れ
た国
大
協
の
意
見
幽
(本
紙

二
面掲
叙)
に
よ
れ
は
、
同
協
会
と
し

て
は
、同
制皮
に
つい
て
陳
則
的
に
異

議
は
な
い
とし
な
が
ら
、
そ
の
只
体
的

な
内
容
に
つ
いて
大
学
の
意
見
を
前
も

っ
て
聞
かず
、そ
れ
ゆ
え
、
国
大
協
に

十
分検
討
の余
地
を
与
え
な
か
った
こ

と
に
対し
て
、抗
議
す
る
こ
と
も
忘
れ

て
い
な
い。
そ
し
て
大
学
財
政
の
自
王

的
運
用
の立
場
か
ら
、
特
別
会
計
制
度

の
瑚
念
が同
制
度
に
ょ
って
さ
ら
に
改

善
さ
れ
る
こと
を唱
い
、
そ
の
具
体
的

な
成
文
化
、笑
弛に
あ
た
って
は
国
立

大
学
側
の
意向
が
十
分
反
映
さ
れ
る
よ

う
な
措趨
を
繭ず
べき
こと
絶
岨
いて

い
る
。

さ
ら
に
慈見
壱
では
、
同
制
辰
の
還

用
面
に
つ
いて
、
次
の
講
点
を
「要

望
事
唄
とし
て
つけ
加
え
て
い
る
。

①
大
学
独自
の歳
入
を
一股
会
計
削

減
の
口実
とし
な
い②
授
菜
科
増
側

を
行
な
って
は
な
ら
な
い
③
値
入
金

国
有財
産
処
分
に
つい
て
弾
力
的
な

態
度
を
と
る
こと
な
ど
。

ま
た
国大
協
は
、国
立
天学
の
任
務
、

姓
質
「国
立大
掌
とそ
の他
の
譜
学
校

を
区
分
す
る
こ
と」
を
意見
酋
に
述
べ

る

て
い
る
が、
政
府
は
こ
肌ら
す
べ
て
を

一沽し
て
,副上
す
る
方
『
を
す
で
に
国

天協
側
に
四
小し
て
い
る
の
で
、
今
後

の調
盛
が
び
目
さ
れ
る
。

以
上
の
恵
見
書
は
あ
く
ま
で
政
府
に
対

す
る
「参
考
意
見
」
と
し
て
扱
か
わ
れ

る
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
、
現
在
す
で

に
法
文
作
成
を
ほ
ぼ
終
え
て
い
る
と
い

わ
れ
る
政
府
側
が
国
大
協
の畠
意見

酋
」
を
ど
れ
だ
け
と
り
入
れ
る
か
は今

後
の
問
題
と
さ
れ
よ
う
。

京
大
統
一
見

解
も

提
出

東
天
は
二
十
一出
午
彼
旺
、磯
会
を
開き

各
学
師
お
よ
び
研
究
所
か
ら提
出
さ
れ

た
「国
立
学
枚
竹
別
会計
制
岐に
関す

る
息
大
輪
一見
解
」
を
了承
し
た
。

こ
れ
は
京
大
の
葱
見
を
事務
局
庶
務

裸
が
ま
と
め
,副議
会
に提
出し
たも

の
で
、
同
意
見
書
は
奥
田
学
畏
が京

大
の
恵
見
と
し
て
二
+
三日
国大
協

に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
二十
七
日

京
大
各
部
局
に報
告さ
れ
る
こと
に

な
っ
て
い
る
。

予
算
決
定
を
待
つ

寮
生
、
学
生
部
長
と
団
交

ゑ
大
悼.宿
舎
占
田
寮
の寮
生
三
十
人
は

二
十
日
午
後
一時
す
ぎ、
学
生
部
長
至

に
芦
田
掌
住
部
畏
を
訪
れ
、
「新
寮
嬢

設
閥
題
」
に
っ
い
て
部
畏、
曝
生
d小畏

ら
と
怠
見
を
父
換
し
た。

席
上
寮
生
側
は
、
新
寮同
題
は
学
生

の
庫
生
地
設
と
し
て
全
学
生
の問
題

で
あ
る
か
ら
、
三
†
九
年
度
中
に
塁

引
新
漿
転
設
を
冥
塊
さ
せ
る
よ
う
塁

院
制
の
再
検
討
望
む

十
七
B
、
午
後
一時
日
本
学術
会
議
学

術
体
制
委
員
会
と
同
会
近
幾
地方
区
の

主
催
で
、
「大
掌
院
制
度
の
公
聴会
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
た。
体
制

委
は
彪-術
の
状
況
等
を
棟
討"
て
いる

が
、
今
度
は
大
学
院
を
対
象
に
そ
の意

見
を
聞
こ
う
と
す
る
も
の
であ
る
。

こ
の
日
、
会
場
の
京
大
土木
総
含
館

に
は
、
近
幾
各
大
学教
授
、
全
国
十

数
校
の
大
学
院
生
、
約
二五
〇
人
が

出
席
し
た
。

会
議
は
桑
原
京
大
教
授
(学術
会
議
副

会
長
)
の
挨
拶
に
始
ま
り
、梅
根
悟
東

京
教
脅
大
教
授
、
堀
尾
正
雄京
大
教
授

小
谷
正
雄
東
大
教
授
の
三氏
が、
そ
れ

ぞ
れ
各
自
の
現
行
の犬
学院
制
度
に
対

す
る
見
解
を
述
べ
た
。

い
ず
れ
も
、
大
学
院
の
施
設面
の貧

弱
さ
、
院
生
の
身
分
保
障
の欠
陥
か

ら
、
日
本
の
研
究
体
制
が
危機
的
な

状
態
に
あ
る
こ
と
訴
え
た。
そし
て

政
府
に
対
し
て
そ
の
再検
討
を
要
求

学
術
会
議
が
大
学
院
制
度
の
公
聴
会

し
た
。

三
教
授
の
報
告
に
続
の
て
、
院
生
を
含

む
参
加
者
全
員
に
よ
る
討
論
会
が
持
た

れ
た
。
こ
の
討
論
は
も
っぱ
ら
、
院
生

の
発
言
に
よ
って
な
さ
れ
、
学
術
会
議

側
は
こ
れ
ら
の
意
見
を
聞
く
と
の
う
形

で
進
行
し
た
。

総
し
て
、
現
行
へ
の
不
滴
が
出
さ
れ

結
論
とし
ては
、
「池
田
政
策
の
科

学
技
術振
興は
、
院
生
を
単
な
る
技

術
者
と化
し
てし
ま
う
傾
向
に
あ

り
、研
究
と
い
う
本
来
の
目
的
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た経
済
的
な

保
陣
は
全
く
な
く
一般的
に
い
っ
て

貧
.羽で
あ
る
。
」

と
い
った
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
要
請
は
、
四月
の
掌術
会

議
総
会
で
検
討
さ
れ
、
そ
こ
を通
し
て

政
府
へ
出
さ
れ
る
。

全
国
大
院
協
も
意
志
統

「

これ
に
先
立
ち
、
十
七
日
ー
十
九
日
の

三日
間
、
京
都
で
全
国
の
天
字
十
三
枚

の
大
学
院生
、
約
八十
人
が集
って
、

「全
国
天
学
院
協
議会
」
を開
い
た
。

こ
の
会
で
は
(
一)
「政
府
の
科
学

政
策
、
B
米
科
学
含
同
委
」(二
)「大

学
院
制
度
と
研
究
所
」
(三
)
「高

度
成
長
政
策
と
院
生
生
活
状
況
」

(四
)
「私
学
問
題
」
(五
)
「医

学
都
大
学
院
に
つ
い
て
」
の
五
テ
ー

マを
中
心
に
討
論
さ
れ
、
二
日
目
は

そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
の
分
科
会
に
分
れ

て
、
審
議
し
た
。・

二日
目
は
、
学
術
会
.畷の
公
聴
会
に
参

加
し
、
高
野
哲
大
(桑
)
君
が
実
状
を

報
告
し
た
。

教
授
会
開
催
を
要
求

理
学
部
二
回
生
声
明
出
す

藤
鱗
麟

員
会
)
が
教
授
会
に
五
項
目
に
わ
た
る

臨
教

所
長

に
前

田
(エ
)教

授

都
高
等
工
芸
学
校
講
師
、
棚
痔大
講

師
、
東
大
工
学
部
教
授
を歴
任
し
、

了
学
部
畏
に
も
就
任
し
て
い
る。

臨
時
工
業
教
員
養成
所

畏々
の
藤
野
滴

久
工
学
部
教授
は福
井
大
学

長々
に
就

撃

灘

難

このー

作為抽出でおよ

工
議
蓑

扉

任
す
る
・
な
お
丁
塾

そ
吾

人
姦

ぴ
、組
織
費

が
直
接

被
調
査
者
に
会
って
調
査
を
行
な
った

　
ゑ
のに
　
は
ニ　
　
で
あ
る
　

鶏
鱗
鞍

鰹
維
鱒
羅
賜

前
京
大
工
業
教
員
養
成
所
長
の
膝
野
清

苦
しく
な
っ
てお
り
、
生
協
に
対
す
る

久
教
授
は
、
去
る
十
六
B
福
井
大
学
学
}関
心も
ま
だま
だ
低
い
こ
と
が
わ
か
っ

蓬
に就
任
し
た
が
、
一月
二
十
一日
評

た
。
なお
、
この
調
査
の
最
終
的
結
諭

議
会
は
、
藤
野
学
長
に
昊

名
蒙

授

が
生協
で
まと
め
ら
れ
る
の
は
今
昊

の
奪

を
囎
。た
。

馨

に
な
るも
よ
う
で
あ
る
・

な
お
同
糞

は
、
京
壽

出
身
、
京

(詳
程

=
蹉
掲
8

大
工
学
部
大
正
十
四
年
卒
菜
後
、
京

「
生
協

へ
の
関
心
薄
い
」

生
協
生
活
爽
態
調
査ま
と
ま
る

去
年
十
月
か
ら
十
一月
にお
け
て京
大

生
協
で
は
、
今
後
の
生
協運
営
の
指
針

と
す
る
た
め
、
学
生
の
生活
実
態
調
査

と
生
協
に
対
す
る
関
心
など
を
調
査
し

公
開質
問
状
を
提
出
し
た
。
こ
の
問
題

は単
なる
理
学
部
分
属
問
題
の
み
で
な

く
、理
学
部
の
掌
科
交
流
の
ル
ー
ズ
さ

を表
面
化
す
る
様
相
を
帯
び
て
来
て
い

る。膚
明
は
五
項
目
に
わ
た
り
、
理
掌
部

金
教
授
に
わ
た
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

内
谷は
一、
植
物
第
ニ
コ
ー
ス
を
今

後
どの
よ
う
な
取
扱
い
を
す
る
の
か

二、
生
物
物
理
学
は
今
後
重
要
な科

目
で
あ
る
が
、
廃
止
の
理
由
を
明確

に
し
て
ほ
し
い
。
三
、
生
物
物
理
学

コー
ス
と
い
う
名
称
が
現
在
宙
に浮

い
て
し
ま
って
お
り
、
生
物
物
理プ

ロ
パ
ー
の
大
学
院
が
な
い
。
そし
て

櫨
物
学
科
と
し
て
は
現
実
に
マ
マ
子

扱
い
に
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

問
題
の
原
因
解
消
に
つ
い
て
ど
う考

え
る
か
。
四
、
三
十
七
、
三十
八年

度
入
学
生
に
対
す
る
保
誼
に
つ
いて

は
①
第
ニ
コ
ー
ス
を改
著
し
、
進
学

就
職
に
つ
い
て
責
任
あ
る条
件
を
作

り
出
す
。
②
①
が不
可
能
な場
合
、

第
ニ
コ
ー
ス
の定
員
を實
任
も
て
る

学
科
に
操
り入
れ
る
こ
と
を嬰
求
す

る
。
五
、
凋
学
部
教授
会
は
必密
王

義
を
保
持
し
て来
た
が
、璽
要
事
項

に
闘
す
る
学
生
の
意見
聴
取
を
し
、

公
開
に
し
て
も
ら
いた
い。
これ
ら

の
質
問
に
対
し
て
早急
に
教
授
会
を

開
催
し
、
二
十
八日
まで
に
解
答
し

新寮問題
●u
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ね
て
串
入
れ
た
が
、
学
生
部
は
ま
だ

予
算
決
定
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
の

で
、
希
劉
は
捨
て
て
い
な
い
と述
べ

た
。
結
局
寮
生
側
が
定
員依
持
のた

て
ま
え
か
ら
「最
低
六十
二
名
は
新

入
寮
生
を
採
用
す
る
」
と
通
臨只
学

長
会
見
を
妾
望
し
て
交
渉
を
終
え

た
。

現在
天
絨省
と
し
て
は
三
十
九
年
度
国

立
大
学
の施
設
建
設
費
を
約
三
百
憶
円

の枠
にお
さ
え
る
方
針
を
持
って
い
る

と
い
われ
て
い
る
の
で
京
大
側
で
は
横

田
事
務局
畏
を上
京
さ
せ
、
予
算
獲
得

吏
渉
に当
たら
せ
て
い
る
。
ま
た
来
年

度
か
ら
「国
豆
学
枚
竹
別
会
バ制
反
」

が実
施さ
れ
る
と
み
ら
れ
る
の
で
、
新

寮
建役
予
算
を
、
京
大
所
何
地
の
処
理

費
か、
財
政
投
融
資
資
金
を
情
入
れ
る

み
ち
も
残
さ
れ
て
は
い
る
が
、
大
学
側

はま
だ
そ
れ
を
考
憲
す
る
に
至
って
い

な
い
。
と
も
か
く
、
二
月
中
に
は
京
大

予
算
の
大
枠
が
判
明
す
る
と
み
ら
れ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
檎
勢
待
ち
の

公
算
が
強
い
。

一方
尽大
施
設
部
は
今
年
四
度
に
わ

た
って
鳥
丸
の
上
京
保
健
所
買
収
調

査
に
赴
い
て
お
り
、
三
月
甲
に
は
寮

敷
地
を隔
入
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

オ
ー
ト
メ
研
跡
に
?

学
生
部
、
文
部
省
と
交
渉
中

京
穴
学
生
都
で
は
新
寮
媛
設
の
候
補
地

と
し
て
最
初
あ
が
って
い
た
修
学
阪
の

現
在
ユ
学
部
オ
ー
ト
メー
シ
ョン
研
究

所
の
敷
地
に
来
年度
中に
も
第
一期
分

コ
事
を
尖
現
さ
せ
る
べ
く現
仕文
部
酋

と
交
渉
中
であ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。簿

馳
罐協
鎌
琢
踏
腿

ば
、
学
生
部
は
三十
八
年
肢
に
概
算

要
求
(籾
一
憾円
)
を
行
な
った
新

寮
予
算
の
通
遍
と候
楠
地
の
買
収
の

メ
ド
が
M
た
な
い
との
観
側
に
た
っ

て
、現
ぜ
オー
ト
メ
研
究
所
の
北
側

聖
地
に
、第
一期
エ事
(百
二
十
人
}

収
、岱)
を行
な
い
た
い
竃
向
の
よ
う

であ
る。
こ
の塙
台
新
築
⊥
事
は
第

一次
分
とし
て
四期
に
分
け
ら
れ
、

約
釦
白人
収
讐
と
い
う
こ
と
に
な
り

従
来
学生
部
がチ
定
し
て
い
た
第
一

期六
白余
人
収容
の
緑
か
ら
大
き
く

後
越し
て
い
る。

宇
君
寮
生
鳥
丸
案
に
傾
く

て
欲
し
い
。

つど
不
可
舵
に
近い
し
、
授
業
上
の
負
担

こ
の
声
明
に
関
し
て
、
教授
会
は
ま
だ
が
犬
き
過
ぎ
る
よ
う
に
な
って
し
ま
う

開
か
れ
て
お
ら
ず
、合
後
開
かれ
るか

櫨
物
学
科
と
い
う
こ
と
で
就
職
上
不
利

ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

に
な
る
が
、
今
年
度
卒
業
生
は
完
全
就

第
ニ
コ
ー
ス
主
任
芦
田
教
授
瞳
第
二
職
を
し
て
い
る
。
生
物
物
理
学
は
学
部

靱
駿
罐
註
墾
器
藝
調縮
攣
濡

ダ
ン
ス
で
の話
は多
分
北
村
教
授
が
コ
る
。
学
生
講
君
の
声
明
に
つ
い
て
は
、

ー
ス
持続
の立
前
で
蕗
し
た
の
で
は
な

我
々
教
授
に
も
っと
畷
情
を
聞
い
て
欲

い
だ
ろ
う
か。
廃
止
理
由
は
時
聞
割
の

し
か
った
と
思
って
い
る
。

都
合
もあ
る
が、
二年
間
で
生
物
物
理

学
を完
全に
修
得
す
る
こと
は
ほ
と
ん
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京
天
寄宿
舎
宇
治
禦
は
二
十
五
日
便
舎

生
大
会
(議畏
・田
所
謙
三
君
11
経H
)

を
開き
、新
寮
運臓
問
題
に
つ
い
て
訂

議
し
た結
果
、宇
治
漿
生
と
し
て
は
京

都
進
出
が
先
決
問
題
で
あ
る
と
し
て
現

在
学
生
部
か
ら
呼
び
か
け
が
行な
わ
れ

て
い
る
鳥
丸
条
ρ旧
上
京保
健所
)
を

の
む
慧
向
が
強
く
、
現在
同
学
会
と
占

田
登
が
取
組
ん
で
いる
新
景
娯
設
の
要

求
と
の
食
逸
い
が
明ら
か
と
な
った
。

1鷺勲 曝懸職

●.

闘

髄
電

本社では、第五回懸賞小説募繁を行います.「文学肥 濫の時代であり、そして文
学沈滞の時代でもある現代において、既成の観念にとらわれず、新しい視角から現
代へのアプローチを志向する新人を登場させるというのがこの企幽の意図です。
過去四回の募集には、全国大学の諮兄姉から多数のご応男をいただきましたが、
前回は内容的には低調でじた.今回からは、選者は前回までお願いしていました
伊牌整氏にかわつて井上光晴氏に新しくご登場願い、井上光購、野間宏の両氏に
お願いすることになりました。諸兄姉の力作を期待します.

井 上 光 晴 氏
選 者

ll
応

募

規

定
ll

◇応募責格

◇枚 数
◇締切 日
◇発 表
◇賞 金
◇送 り先

野 間 宏 氏
大学・大学院に在学中のもの(学内外を
間わず)未発表作品に限る
400等二茜吉原糊 ヨ紙30ち〔以内
昭和39年3月来日
昭和39年5月下旬本紙上
入選(1篇)2万 円 佳作5千円
瓶都市左京区吉田京大構内、京都大学新
聞初ハ説係(原 稿には住所、氏名、大学
学部、学年、年令を明記のこと)
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自
然
科
学
班
も
参
加

識一.
㌦

冨

征聞

なお、版権は本樹こ属します.原則として原稿はお返
ししません.

京 都 大 学 新

 

桝

東
南
ア
ジア
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
英
田

東
教
授
が
学長
就
任
に
ょ
って
所
長
を

辞
任
し
た
後、
堀
江
保
属
経
猶
学
部
教

授
が
所
畏
事務
を代
行
し
て
い
た
が
、

こ
の
ほ
ど
新
所
畏
に岩
村
忍
人
文
科
学

研
究
所
教
授
が
内
定し
た
。
こ
れ
は
同

の
選
考
に
よ
り
内
定
し
た
も
の
で
、
三

十
日
に
学
畏
の
決
定
を
経
て
発
令
さ
れ

響
諺
勲
雛

讐

る.一力
、
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
∴
十
九

今春か ら実施わ

覇雛叢罰儀轍磁欝
国大、和歌山大で問題視横浜

文
部
琶
は
"人造
り
4
政
策
の
鮭
本
的

課
題
と
して
教
風
養
成
制
岐
の
改
蒔
問

題
を
検
討
して
き
た
が
、
昨
犀
「教
賦

夢
成
関係
学
部
瀦欝
規
漁ド嬰
項
」
が
成

った
の
を
機
に
、貝
体
的
に
今
春
か
ら

教
風
蚕
成
課
程
の改
編
と
免
泊
法
の
一

部
手
直
し
な
ど
を実
加
ず
る
も
よ
う
で

あ
る
9
こ
れ
はさ
る
三
十
三
年
七
月
、

当
時
の
灘
尾
文相
に
中
教
番
か
ら
答
申

さ
れ
た
教
員
.嚢成
制
展
の
改
善
策
(教

民
食
成
專
門
大学
の新
設
や
教
員
"試

補
"
制
度
の採
周
を
骨
子
と
す
る
)
に

変
更
を
加
え
、
主に
カ
リ
キ
ュラ
ム
の

大
幅
な
改
茜
に
ょ
って
、
小
中
学
校
教

員
の
"人
づ
く
り
億を
行
な
お
う
と
す

る
も
の
で
あ
る。

こ
れ
に
先
だ
つ
肝年
の
「設
置
規

準
」
省
令
化
ま
で
の動
き
をみ
る
と

三
月
三
十
一日
伺で
国
¢学
校
設
直

法
第
六
条
の
∠
が
逼加
、
第
七
条
が

改
訂
さ
れ
国立
大
学
の学
部
に
学
科

や
課
程
を
文
部
径
が
おく
こと
、
そ

れ
ら
は
文
部
省令
で定
め
る
こと
が

法
文
化
さ
れ
た
。
五月
二十
日
に
は

文
部
省
か
ら
「周
立
学校
設
置
法
改

正
に
つ
い
て
」
通
達
があ
り
、
「学

科
」
と
「課
程
」
を定
霧
し
、
後
者

に
つ
い
て
は
ーμ
い専
門
分
野
に
わ

た
って
合
口
的
慧
図
をも
って
総
合

的
」
に
履
習
す
る
場合
に
使
い
、
教

員
養
成
学
部
にお
いて
は
「小
学
校

漂
程
、
中
学
校
繰程
と
い
う
よ
う
な

場
合
も
そ
の
一つ
であ
る
」
と
は
っ

、
き
り
規
定
し
た
。

七
月
二
十
四
日
、
文部
省
は
全
国
h
十

の
大
学
、
学
部
を
対象
に
「教
員
蚕成

大
学
掌
部
の
果
程
及
び学
科
目
に
つい

て
」
答
頃
を
求
め
た
。
これ
は
同
省
で

作
成
し
た
教
員
養
成系
大
掌
、学
部
の

学
科
目
区
分
の
ヒ
ナ
型に
合
わ
せ
、
学

科
目
ご
と
に
配
置
で
き
る教
.目数
の
提

出
を
氷
め
た
も
の
で
あ
る。
これ
に
対

し
て
和
畝
山
天
学
教
授会
で
は
、
学
科

目
聞
の
比
嘔
の
差
異
を考
慮
に
い
れ
ず

一律
に
な
ら
べ
た
も
のに
す
ぎ
な
い
文

部
省
の
示
し
た
学
糾
目区
分は
、
教
員

養
成
系
大
学
、
学
部
の研
究機
関
と
し

て
の
性
格
を
弱
め
よ
う
とす
る意
図
を

も
って
い
る
も
の
と
し
て文
部
省
への

同
答
ぜ拒
否
、
同
大
学
学ま
部
長
の
辞

任
な
ど
も
あ
っ
て
、
一時
問
題
が
表

面
化
し
た
。

そ
の
後
文
部
筒
は
十
一月
二
十
六
日

に
な
って
再
び
、
教貝
養
成
系
大
学

学
都
あ
て
に
「国
立大
学の
学
科
及

び
裸
程
、
並
び
に
講座
放び
学
科
に

関
す
る
省
令
」
(仮称
)
の
原
案
を

示
し
①
掌
科
目
の
教
冒
定
量
表
②
歯

令
原
案
に
対
ず
る
意
見
避
の
早
小を

求
め
て
い
る
。
一方
、
教
天協
(日

本
教
百
天
掌
協
会
・紬坂
正
顕
会
畏
)

で
も
教
賦
蟹
成
閑
係
学
那
設
概要
項

案
年
製
に
の
り
だ
し
、
据摩
検
討
委

員
会
(二
方
義
茨
城
大
教
r
宇部
長

委
蝋
長
)
は
す
で
に
文
配
㌦
と
半行

的
に
各
入
掌
、
掌
部
に
原
象に
対
す

る
意
見
を
水
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
動
き
に
対
し
横
次
函大
教
授

会
な
ど
で
は
教
大
協
あ
て
に
①件
格
を

異
に
す
る
教
倉
学
部
と
学
芸
学部
を
画

一的
に
み
て
い
る
②
学
科
目
配列
が
教

員
免
訂法
の
学
科
目
に
し
ぼ
られ
、
大

学
と
し
て
の
学
問
的
体
系
が撫'視
さ
れ

て
い
る
③
教
鼠
養
成
は
現時
点
に
お
け

る
国
家
的
要
適
に
の
み
応
し
るだ
け
で

な
く
将
来
を
も
見
通
す
見地
が必
要
で

あ
る
。
な
ど
述
べ
た
慮
見
跨
を提
出
し

て
い
る
。
ま
た
文
郡
省
に
対
し
ては
昨

年
十
二
月
二
十
一日
の
全
国
学袈
学
部

畏
協
議
会
が
の
人
文
・祉
会
・自
然
料

学
な
ど
}般
教
養
方
面
が
軽
視さ
れ
、

教
職
、
芸
熊
方
面
が
凱
視
さ
れて
い
る

②
又
部
告
が
画
一的
に
学
科
目を
き
め

る
の
は
、
教
甫
の
創
痘
の
た
めに
瀕
当

で
な
く
、
学
糾
目
制
か
課
程
制か
は
大

学
ご
と
の
自
由
に
ま
か
せ
る
へき
で
あ

る
⑭
教
鳶
学
部
と
学
致
学
部
の
幽
「的

統
制
は
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い。
など

の
内
へ臼を
含
む
裂
望
書
を
提
出
し
てい

る
。

年
醜
謁
査
事
禦韻
圃
は
現
在
各
研
究

班
の
、団細
な計
圓
轡
が
提
出
さ
れ
て

お
り
、
二月
中
旬
開
か
れ
る
予
定
の

常
任
委
員
会
で実
行
予
算
が
審
議
さ

れ
る
が
、
昨年
か
ら
行
な
わ
れ
て
い

る
現
地謁
査
は
三
十
九
年
肢
か
ら
四

十
年
皮に
かけ
て
ピ
ー
ク
に
な
る
模

省

隔旧川

部

.

文
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人

」

の

五

パ

ー

セ

ン

ト

以

上

の
お

よ

そ

三

〇

力

人

は

寝

た

き

り

、

そ

の

半
数

は

ま

っ
た

く

自

分

で

は

な

に

も

で

き

な

い

ひ

と

で

あ

る
。

長
び
きそ
う
に
み
え
た
病
勢
が
急
変
し
て
、
意

外
に
は
や
く
母
が
亡
く
な
って
か
ら
十
一日
目

だ
。
心
は
そ
れ
を
め
ぐ
って
離
れ
な
い
。
時
評
と

し
てま
と
ま
った
も
の
を
酋
く
準
備
は
な
い
。
母

の
病
気
と
死
に
関
し
て
感
し
考
え
た
こ
と
の
ひ
と

つを
、
す
こ
し
は
こ
の
欄
の
趣
旨
に
副
う
こ
と
を

心
掛
け
て
、
そ
し
て
わ
た
く
し
の
心
か
ら
は
、
な

る
べく
感
ざ
け
る
よ
う
な
か
た
ち
で
昌

き
つけ
て
、
今
回
の
責
め
を
ふ
さ
ぎ
た

い
。
厚
生
省
の
三
十
八
年
六
月
の
調
査

に
よ
る
と
、
六
五
才
以
上
の
人
口
は
五

11尋1幽1,,「ひ,i,,畳,,,,

 

七
〇
万
人
、
総
人
口
の
お
よ
そ
六
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る
。
何
才
以
上
を
「老
人
」
と
す
る
か
は
問
題

の
あ
る
と
ころ
だ
が
、
六
五
才
以
⊥
を
老
人
と

し
、
平
均
世
帯
人
員
数
を
四
・二
人
と
す
る
と
、

ほ
ぽ
四
世
帯
に
一人
の
割
合
で
者
人
が
い
る
こ
と

に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
「老
人
」
で
も
し
っさ
い
に

壮
者
を
し
の
ぐ
活
力
を
も
ち
、
仕
事
を
し
て
い
る

ひ
と
も
多
い
し
、
頭
は
も
の
す
ご
く
硬
化
し
て
い

㎜
る
の
に
気
だ
け
は
者
い
幸
福
な
ひ
と
も
い
る
。
た

　
が
平
均
し
て
老
人
の
悪
病
率
は
た
か
い
。
「老

,;=層一二

戦
後
に
お
け
る
祉
会
保
障制
度
は
、
戦
前
に
く

ら
べ
れ
ば
非
常
に
進歩
し
た。
健
康
保
険
に
し
て

も
そ
の
効
用
と
それ
に
よ
っ
て与
ら
れ
る
宏
心
感

は
相
当
な
も
の
であ
る。
し
か
し
、
老
人
と
く
に

長
期
の
寝
たき
り
老人
に
舛
す
る
狩
別
の
社
会
的

保
護
は実
に貧
弱
だ
。
ほ
と
ん
ど
な
に
も
な
い
と

い
っ
て
よ
い
。
かれ
ら
を
み
と
る
の
は
家
庭
で
あ

親
と
病
気
と
家
族

F;=
曹一一「二一=二
一一=
=一二一=一一二=
==
=一一一=
「=畠曽二曽一==
一一一一一}一一層二
}=
一;一二;
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田

中

真

る
。
だ
が
、
畏期
の
、幾
年
に
わ
た
る
寝
た
き
り

老
人
を
も
つ
家
庭
は
、致
命
的
な
打
暇
を
う
け

る
。
戦後
、
夫
婦
と子
供
の
ぬ代
的
小
家
庭
が
多

く
な
っ
た
。
それ
は
戦後
の
解
放
の
も
っと
も
雌

要
な
鑓
天の
ひ
と
つ
であ
る。
し
か
し
、
親
が
生

活
力
と
自
王
性
をも
っ
てい
る
聞
は
近代
的
小
駅

庭
は
可
寵
だ
が
、親
がそ
れ
を
失
った
ぱ
あ
い
、

同
居
生
沽
へ
の再
臨が
お
こる
。
離
れ
た
と
こ
ろ

に
い
る親
に対
し
て孝
心
を
お
こ
す
こ
と
は
や
さ

し
い
。問
題
は
、
ヨ
コの
関
係
の
紐
帯
の
つ
よ
く

,二曽=申二一一一一;}=一一;「ー

…
…
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三
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三
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二
耶

な

っ
た
家
庭
の
な
か
に
親
が
ど
の
よ
う
に
組
み
入

㎜

鷲
鵠
齢鰭
難
簑
鷺

か
、
で
あ
る
。

川

狩
効
桑
的
な
同
答
は
も
ち
ろん
な
い
。
問
題
は

川

二
つ
の
面
を
ふ
く
ん
で
い
る
よ
うに
思
わ
れ
る
。

ひ
と
つ
は
老
人
と
く
に
病気
の
老人
を
対
象
と
す

㎜

る
社
会
保
護
の
急
.迷
な
充実
が
必
要
で
あ
る
。
老

㎜

怯隔烈
鶴
慈
翻
蔽
讐

晴
一
難
鵬灘

鍵
舘

の
が
現
状
だ
。
いま
ひ
と
つは
、
親

と
す
で
に
な
族
を
も
つ子
、あ
る
い
は
子
の
家

帥

縫
髪
黙
講
饗
孤

な
さ
い
、
聡
明
で
や
さ
し
い
老人
に
な
って
下
だ

㎜

蕪
範
齢
疑
蟻
襲
隷

ぱ
、
+
年
ま
た
は
十
力
年
後に
これ
を
訓ん
で

榊

ほ
し
い
。

㎜㎜

(東
大
経
済
掌
部
助
教授

・経
済
学
史
)

岩村忍新所長

地
下
購
売
な
ど
移
転

 八
月
に
も
法
経
第

一
地
下
へ

様
で
、
社
会
科
学
、
人
文
科
学
班
は

約
五
十
人
位
の
調
査
隊
を
派
遣
、
長

期
的
な
研
究
を
統
け
る
予
定
で
あ
る

第
一次
計
醐
に
入
って
い
な
か
った

自
外
科
学
班
も
現
在
大
阪
期
界
か
ら

の
謬
19を
界
集
し
、
そ
れ
に
も
と
つ

い
て
訂
細
な
研
究
㎡画
が
錬
ら
れ

る
。

ま
た
、
各
凋
査
隊
の
運
経
や
調
整
を
は

か
る
た
め
に
般
蹟
さ
れ
た
同
セ
ンタ
ー

の
バ
ン
コ
ク
連
絡
事
務所
はす
でに
昨

年
十
㎝月
に
完
成
し
て
い
る
が、
そ
の

公
式
な
開
所
式
が
二
月
七日
に行
な
わ

れ
る
。
こ
れ
に
は
奥
田
学
畏
、岩
村
同

研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
が現
地
に
お
も
む

く
ほ
か
現
在
二十
人程
度
派
週さ
れ
て

い
る
現
地
研
究
調
査
員
、文
部
省
代
表

な
ど
が
出
席
す
る
予
定
であ
る。
同
連

絡
事
務
所
は
本
岡
武
助教
授
が所
蓬
を

兼
ね
て
お
り
、
将
来
的
には
同
研
穿
セ

ン
タ
ー
の
中
枢
機
関に
な
る。

な
お
、
先
に
募
集
、決
定
し
た
留
学

生
も
本
年
度
中
に
は專
攻
す
る
地
域

の
壽
論
お
よ
び実
態
調
査
の方
法
を

研
究
す
る
た
め
東南
ア
ジ
ア
や
欧
米

各
国
に
派
遣さ
れ
る
。
ま
た
同
研
究

セ
ン
タ
ー
では
既
に
「東
南
ア
フ
ア

研
究
」
と
い
う雑
誌
を
発
行
し
て
お

り
研
究
成
果、
問
題
点
な
ど
の
発
表

を
行
な
っ
て
いる
が
血く
第
三
岩
が

発
行
さ
れる
予
定
。

=
就

職

先

一

工1

学

部

 

工

業

化

学

科

▽
旭
化
成

今
井
成
夫

▽
旭
硝
子

田
中
敏
開
(院
)
半
田
忠

彦▽
大
阪
ガ
ス

小
林
寺
雄
(臨
)

▽
角
敷
レ
イ
ヨ
ン

堀
屋
俊
一郎

▽
呉
羽
紡
績

金
井
宏
へ院
)

▽
塩
野
嚢
製
榮

岡
蓮
(翫
)

▽
昭
和
電
工

宮
崎
国
宏

▽
控
友
化
学
工
業

難
波
康
通
(院
)

羽
屋
秀
之
(院
)

▽
住
友
原
子
力
1
菜

石
垣
功
(院
)

▽
大
日
本
紡
績

冨
ナ
元
陪
雄
('し防)

▽
武
田
桑
品
工
莱

鎌
谷
義
夫
だ院
)

▽
帝
人

堀
家
彬
宏
(翫
)
森
川
武

(院
)

▽
東
献
尾浦
電
気

杉
不
隆
洋

▽
環
洋
紡
績

藤
井
忠
泰
へ院
)

▽
東
淫
レ
ー
ヨ
ン

井
垣
治
(翫
)

花
田
恒
雄
(院
)

▽
日
本
板
胴子

山
田
噂
炎
(院
)

▽
日
不
ユク
ス
ラ
ン
」
業

宇
野
思
裕

生
協

京
大
生
働
で
は
学
校
側
の要
璽
に
ょ

り
現
在
の
地
下
購
売
部
を法
雁
第
一教

室
の
地
下
(現
在
幽
題)
に
移
転さ
せ

る
d
画
が
進
め
ら
れ
て
いる
。

こ
の
話
は
昨
年
の
十
「月
十
二
日
、

西
部
お
よ
び
北
部
食
堂
の改
修
の
κめ

の
予
算
折
衝
の
際
、
経
理部
長
から
止

式
に
表
明
さ
れ
た
も
の
で
、法
経
学
部

で
は
図
膚
の
整
備
の
た
め現
在
の売
』

梗
用
地
を
あ
け
わ
た
し
て
ほ
し
い
と強

く
望
ん
で
お
り
、
そ
の
時
期
と
し
て
は

三
卜
九
母
八
月
が
最
も
よ
く
、
学
校
側

と
し
て
は
改
修
の
た
め
の
狸用
は
で
き

る
だ
け
都
合
す
る
と
い
っ
た
内
'窃
のも

の
だ
った
。

生
協
理
事
会
で
は
昨
年
十
二
月
、
敷

地
面
積
が
現
る
の
バ
十
坪
か
ら
白
八十

[坪
へと
三
部
に
な
り
、
ま
た
売
店
、
食

堂
な
ど
が
[ケ
所
に
集
中
さ
れ
る
た
め

一生
協
と
し
て
は
法
経
第
一地
下
が
使
用

で
き
るよ
つに
改
遣
さ
れ
る
な
ら
管
に

異
奇
は
な
い
と
の
基
本
的
態
度
を
伝
え

た
が
法
経
弟
一
地
下
は
床
が
張
ら
れ

て
い
ない
な
ど
そ
の
改
修
に
か
な
り
の

金
額
がか
か
る
こ
と
、
ま
た
天
刑
が
低

く
甘
が多
いた
め
陳
列
の
配
置
が
つま

く
め
かな
い
な
ど
予
算
面
、
使
用
力
な

どし
かな
り
問
題
が
あ
る
。
生
協
扁
任

理
事会
では
現
る
そ
の
使
用
力
法
が
検

お
中
だ
が
、新
ら
し
い
地
下
に
申
央
食

堂
、喫
兼
メ
ソ
ン
を
移
転
し
現
在
の
中

央
食
審

籍
部
の
}
角
に
売
届
を
傭
え

る
と
い
う案
が
有
力
の
よ
う
で
あ
る
。

覧

(続

)
3

(眈
)

▽
日
本
力
ー
バ
イ
ド

只
弄
遣
朗
(阯

川
士功

▽日
本
合
成
化
宇

丸
橋
屋
一
(協
)

▽日
本
石
油

塩
入
智
紀
、
豊
田
隆

▽日
本
ペイ
ン
ト

忽
部
哲
也

▽日
本
レ
ー
ヨン

中
村
}太
郎

▽日
Ψ
化
成

早
野
規
之

▽
冨
上
写
頁
フ
ィ
ル
ム

東
山
降
フ～

▽
三井
化
学

川
端
俊
彦
(院)松
原
肩

▽
三井
石
油
化
学

菅

忠
三
(臥
)

▽
三井
物
産

塩
沢
靖
人

▽
三菱
化
成

犬
桐
弘
士
(院
)

▽
三
菱油
化

山
田
艮
一

▽
三菱
レ
ー
ヨ
ン

吉
田
憲
正
(院
)

▽
山
村
ガ
ラ
ス

鎌
田

豊

▽
地
力
公
務
員

池
田
順
作

}
農
■

学

部

}

農

業

工

学

科

▽
縢升
製
作
所

池
田
善
邸

▽
み
の
る産
菜

生
本
純
一

▽
農
林
篇
石
田武
士

大
久
保
敏
夫

菊
岡
保人

小
松
康
人

吉
田
保

脇
阪
銃
三

▽
阪
神
築
盾

金子
忠
宿

▽
佐
隣造
機

小
山
孝
次

▽
牒
田
組
谷
口久
平

▽日
綿実
業
広
本
昌
也

▽
三
菱
日本
藍
ユ業

届
升
U
購

▽
興村
組
前
田
武
》

林

学

科

▽
エ
イダ
イ
.厚
粟
相
川
久
人
郎

村

占
礼
三

▽北
海
適
庁

弓棉
疋
是

▽
国
家
公務
員
上
林
高

卜
谷
十
司

田
辺
儲
次
山
田善
治
郎

▽大
建
木材

奥野
好
夫
河
林
広
平

▽建
設
省

奥
村武
信

高
橋
哲
雄

▽
住友
林
業

杉
野
弘
菰

▽住
反
商
事

福
田
武
夫

▽伍
宅
公
団

古
谷
誠
治

▽
名
古
屋
市
役
所

山
田
進

▽
愛
知
県
庁

川
崎
舜
平

水

産

学

科

▽
田
辺
製
薬

▽
蕩
砂
香
料

▽
塩
野
香
料

▽
竹
岸
鮒
産

▽
三
井
物
産

▽
日
本
新
楽

安
選
嘩
郎

蟹
沢
恒
好

岸
本
卓
也

禽
田
宏

禽
座
輝
犬

内
藤
墜

訂
正
と
お
詫

本
紙
前
号
(
一
一
八
【暑
)
一面

「学
園
の
眼
し
中
、
一部
大
変
誤
解
を

ま
ね
く
個
所
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
左

コラ
ム
下
段
、
最
後
か
ら
七
行
目
「い

ま
ま
で
に
も
…
:」
以
下
全
て
を
取
り

消
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
記
事
に
関
し
、
醤
店
、

教
冒
、
読
者
に
大
笈
御
迷
惑
を
お
か
け

し
た
こ
と
を
、
紙
上
を
も
って
お
わ
び

い
た
し
ま
す
。

京
都
大
掌
新
閲
社

　

コロコノ

で
コ
コロ　

…
洲
阯
篇

渥
己

…
…

試
験
期
の
た
め
、
二
月
十
日
、

十
七
日
号
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
二
+
四
目
骨
よ
り
平
常
通

り
発
行
致
し
ま
す
。

・

京
都
大
学
新
聞
社

64
年
が
解オ
リ
ン
ピ

顯
ッ
ク
κ
と
厚自
立外

交
自
の
騒
々
し
い
身イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
攻
勢
μで

明
け
た
こ
と
とあ
いま

って
「論
壇
」
の
石傾
化
が彷
仏
と
生

き
な
が
ら
え
た
〃左
翼
μ
の側
か
ら指

摘
さ
れ
る
の
が
聞
か
れ
る
季
勧と
な
っ

て
き
た
。
ま
さ
に
政
治
と
思想
の
〃分

極
化
庭
の
深
化
と
い
う世
界的
な
動
向

に
ふ
さ
わ
し
く

▼
浪漫
主義
の
大
手

を
振
って
の
復
活
と
、
ク
系デ
ィ
・ラ

イ
シ
ャ
ワ
ー
路
線
に
遡
な
る新
反
共
主

義
、
近
代
化
論
者
の
デビ
ュー
と
"進

歩
的
知
識
人
σ
の
「新し
い歴
史
観
」

を
携
え
て
の
野
合
と
:。
そ
し
て
これ

ら
の
間
隙
を
う
め
る様

な々
擬
態
を
凝

ら
し
た
国
家
論
、ナ
シ
ョナ
リ
ズ
ム
、

家
庭
論
の
再
検討
ブ
ー
ム
が
あ
る
▼
戦

後
十
八
年
と
い
う思
想
史
的
尺
皮
を
用

い
て
い
う
な
ら
ば、
レ
ノド
・パ
ー
ジ

「安
保
」
な
ど幾
多
の
「思
想
」
家
と

し
て
の
変
節の
契
期
を
縫
て
、
や
っと

自
己
の
到逮
点
を見
い
だ
し
た
(あ
る

い
は
時
期
を
うか
が
って
い
た
)
日
本

型
知
識
人
の敗
戦
を
媒
介
と
し
た
肱生

の
あ
り方
と、
情
況
に
廃
激
せ
ら
れ
た

「思
想
」
の軌
跡
の
残
澤
を
、・私
達
は

そ
こ
に見
る
こと
が
出
来
る
▽
し
か
し

{方
私
雌
は、
私
達
が
こう
い
った
σ

石
傾
化
μ
と
い
う庸
況
を
試
す々
る
時

、
奇
妙
に
寒
々
とし
た
風
が
襟
も
と
を

通
過
し
て
いく
感
を
銘
え
ざ
る
を
え
な

い
。
と
い
う
}面
も
見
る
こと
が
で
き

る
。
「安
保
」以
後
の
擬
制
詐
体
期
が

い
ま
や
体
制
の膨
張
化
と
伴
に
経
始
し

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う錆
覚
を
起
さ

せ
る
は
ど
、再
び綱
鎖
と
厚百
年
の
歴

史
4
の
神
話
を
"右
傾
化
召
批
判
の
棺

と
鉾
と
す
る
こ
とに
よ
っ
て、
自
ら
の

保
身
を
訊
み
ょ
うと
あ
がい
て
い
る
「

前
衛
」
と
、
そ
れ
への
ノ
ヌ
タ
ル
ジ
ア

を
実
体
的
に
露
わ
に示
し
てい
る
既
成

政
治
路
轍
の
姿
がそ
れ
で
あ
る
▼
ここ

に
お
い
て
、
野間
宏
が戟
後
十
八
年
目

の
思
想
状
況
を
明
治十
八年
の
ア
ナ
ロ

ジ
ー
と
し
て
把
え
た
の
は
、私
達
に
ょ

れ
ば
、
む
し
ろ
昭
和
十
八年
に
修
正
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
な
っ
てく
る
。
な
ぜ

な
ら
そ
れ
は
、
前
者
が
、
二十
年
前
に

発
明
さ
れ
た
新
型
「肱向
」
を
再
び
か

つ
ぎ
兀
し
、
後
、甘
が
"止統
派
絢の
赦

価内
襲
づ
け
.貿得
て
「訊
魑向
」の
「転

回
」
を
た
め
し
て
い
る
と
い
う
二虫
の

パ
ロ
デ
ィ
カ
ル
な点
に
おい
てで
あ
る

▼
そ
し
て
こ
の
宿
況
が頁
の
意
駄
で
パ

ロ
デ
ィ
で
あ
る
と
い
い得
る
の
は
、
私

達
が
こ
の
憎
況
を現
在的
に
見
得
る
止

揚
の
た
め
の
基盤
を有
し
てい
る
点
に

あ
る
こ
と
を
確
認し
てお
き
た
い
。

'

資
本
論
講
座
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■峯

遊
部

久
蔵
・
大

島

溝
・大

内

力

塞頁

杉
本

俊
朗
・蓋
野
井
芳
郎
・
三
宅

義
夫

日
本
に
お
け
る
資
本
論
研
究
が
到
達
し
た
現
状
水
準
を
総
括

し
、
研
究
成
果
の
整
理
と
問
題
点
の
解
明
、
と
く
に
現
代
の

経
済
的
諸
聞
題
と
の
関
連
を
積
極
的
に
討
究
し
て
、
現
段
階

に
お
け
る
資
本
論
研
究
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
、
わ
が
国

資
本
論
学
者
の
精
鋭
に
よ
る
画
期
的
講
座
の
刊
行
ノ

1

資
本

論

の

成

立

商

品

貨

幣
会

宛
中
/
容
円
〉

遊
都
久
蔵
・三
宅
鵜
夫
・佐藤
金
三
郎
・山
本
二
三
丸
・岡
稔
・梶
山
武
雄
・他
執
蟻

2

剰

余

価

値

資

本
蓄

積

会

富
/
ぎ
5

玉
野
井
芳
郎
・時
永
淑
・舟
橋
尚
遭
・長
洲
一二
・春田
素
夫
・他
執
厳

3

資
本

の
流

通

、再

生゚
産

へ
3
月
下旬
刊
〉

杉
本
俊
朗
・愈
子
ハ
ル
オ
・山
本
二
三
丸
・馬
均
克
三
δ渡
辺
輝
雄
・他
執
鎌

4

利

潤

利

潤

率
く
4
月
下
旬
拶

遊
郡
久
蔵
・冨
塚
良
三
・向
坂
逸
郎
・木
下
悦
二
・公
交
遭
朋
・他
薪
筆

5

利

子

信

用

三
宅
麟
夫
・長
融夫
・渡
辺
佐
平
・大
内
兵
衛
・麓
億
一
・健
噛
葦

6

地

代

収

入

大
島
清
・都
留大
治
郎
・山
田
勝
次
郎
・久
留聞
鮫
造
・向
坂
逸
郎
・他
執筆
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由ま
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決 化春
疇 ●P

の攻臨
■ ● 膨

姿 勢 は
り 　 の

勢 に 合
●,◎

を 対 鍵
o◎

鱒
欝
詳

一

η

-

冒

響

・

東大入試分析■出題と採点の立場から38年度問題の分析、最近3年 間の問題と

闇京大入試傾向と対策■九学部の全容紹介■京大生になつてからの生活設計0

250円258頁【A5判勉強のしかたから受験場までの指導

■■圓 ■■■ ■一 囎 舘 京 都 大 学 新 聞 社 墨腎72鐸1■ 圏囲膿_
ロ

ヱ明 日の 文化 を創 造 す る もの 議 毅蕪鱗
、r

噸㌧驚短
そ れ は 特 殊 鋼 て す'

体 最大の特殊鋼 メ_カ_ム 晒 」勉 必 紘 飯 篤 ・、

10余年間

一一 ■

受験生の皆さんに読み続けられて きました。
一 一 　 一 一一～ 一

泉大を受ける人 の孟ノ

本社および書店で発売中
一 描 篇 ゜一 篇 脚

己め に 輔
緊

一一

　

,

、

日

▲併勢湾」に世界最新鋭の特殊鋼総合工易
(知多工場)を完威しもウで鵬フル稼動して
お夢ますo

☆ 大磯 鋼株式

▲世界最大の250Tア ー〃甥を罪灰し葛吃の 資 本 金 『6億5干万門
技術は抜群でありますb葺 聞売上商250億 両

▲技術轟嘉究開発を微庭蟹鑑窒税もて訟ウ驚{従 業員 数750弊 ・
守●

会社 鑑饗羅蕪

住友電工鳳現代をり一ドするエシクトロニクス ・原子
力の分野で画期的な新製品の闘溌を綾け革新時代にた
くましく成長していまiすo

電隷ケーツル・特殊金属線(硬 鋼線材 。ピアノ線 。P
Sコ ンクリー}用 鋼棒鋼線なと)粉 末合金製品(超 硬
エ具イゲタロイ・電気接触子材料・無給油軸受なと)
コム製品(防 振コム・コみ製タンク・救命承一ト・強

化プラ鴻チヲク製品激ど)機器製品(電線接続部品・コ
ー冷薯「ウエル ド工具・半導体製撮。高周波製品1など)

各種電気工事 。各種核燃料

燃響
友

盆
囎場

住
藝

土

幅

浜

2
顎
ビ蕪

株
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